
路線バス（廃止代替バス）平群線の廃止について 

 

１．廃止する理由等 

 廃止代替バスとして平成 8 年 10 月より運行している「平群線」は、利用者減少が

続く中、南房総・館山地域公共交通計画に基づき「地域内路線の再編及び有効活

用（丸線・平群線）」を３ヵ年に渡り、主に実証運行を行いながら検討してきた。

その中で、一定の利用者がいる丸線は現状維持とし、平群線については新たな交

通システムとして、令和 4 年 10 月から実証運行を行っている予約制乗合送迎サー

ビス「チョイソコ南房総・館山」の実証を行い、現況では、直近の令和 5 年 4 月

～6 月の利用者数が合計 294 人、1 日当たり 4.7 人（運行日数 62 日）となってい

る。平群線運行時の三芳病院～平群車庫間の 1 日当たり利用者数と比べて遜色な

い実績になってきており、安定した利用状況であると考えられることから、チョ

イソコ南房総・館山を本格運行に切り替えることに伴い、平群線を令和 5 年 9 月

末で廃止する。 

２．廃止予定日 

 令和 5 年 9 月 30 日（土）を運行最終日とする。 

３．路線廃止後の代替手段 

 チョイソコ南房総・館山（水・日・祝日を除く 8:30～15:30 ※13:00～14:00 休

止）を本格運行とし、10 月 2 日（月）から運行開始する。 

４．その他 

・本協議会にて承認された場合は、速やかに廃止の届出を行う。（日東交通⇒国） 

・利用者への周知を遅滞・不足無く行う。（バス停、2 市及び日東交通ホームページ

や館山駅等の拠点にて周知を行う） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．平群線の概況 

 平群線は、平成 8年から廃止代替バスとして、館山駅から館山市那古地区、南房総市三芳地区を通

り、富山地区（平群）を結ぶ路線（館山駅～イオン～那古宿～三芳病院前～滝田郵便局前～国保病院

前～平群車庫）で、１日４往復運行している。沿線の人口減少や自家用車で移動するライフスタイル

への転換等によって利用者が大幅に減っている。また、朝晩の運行を行っておらず、通勤通学目的の

利用も無いことから、固定的な需要をカバーできる形態にもなっていない。 

 【参考：平群線利用者数 2009 年度 13,211 人⇒2019 年度 7,442 人（56.3%）】 

２．平群線の課題と取組 

 平群線は県道を走行するルートとなっているため、三芳地区等で点在している集落全てをカバーでき

ておらず、公共交通空白地が課題となっていた。 

 そこで、これまでに、路線変更やデマンド化（予約があった場合のみ運行）を試みてきたが、公共交

通空白地の課題を合わせて解消し、利便性を向上させるため、AI オンデマンドシステム「チョイソ

コ」を活用した予約制乗合送迎サービスにより、平群線運行エリア以外の館山市館野地区・九重地区

の一部を加え、実証運行を行ってきたところである。 
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豊房線エリアの「チョイソコ」実証運行について 

 

１．実証運行の目的 

 路線バス豊房線エリアでは、現在「買い物シャトルサービス」の実証運行を行って

いる。定時定路線型により、３つのコースを設定し、週に１回、１往復を運行して

いるが、目的地や時間がかなり限定されてしまうことから、「通院には使えず不便」

「買い物は移動販売で何とかなる」といった声が寄せられ、運行形態とニーズの乖

離が顕在化している状況である。 

 この状態を解決し、運行エリアでどのようなニーズがあるのかを再度検証すべく、

既に南房総市三芳地区等で導入している AI オンデマンドシステム「チョイソコ」

を活用したデマンド型の予約制乗合送迎サービスを実証運行したいと考えている。 

 

２．実証運行の期間 

 令和５年１２月から令和６年３月まで 

 

３．運行形態 

 AI オンデマンドシステム（チョイソコ）を用いた予約制乗合送迎サービス実証運行 

 

４．実証運行エリア 

 ①運行エリア 

館山市豊房地区 

全域 

※あいクリニック、コメリパワー館山店を含む 

南房総市白浜地区 川下・本郷地区 

南房総市千倉地区 大貫地区 

  ※運行エリア内の停車ポイント・箇所数は今後協議・調整のうえ決定する。 

  ※「買い物シャトルサービス」実証運行で対象エリアとしていた神戸地区につ

いては、路線バス豊房線エリアを主な対象地域としている中、本来であれば、

館山市（単体）において、路線バスが運休している西岬西地区等とセットで移

動手段確保を検討すべきと考えられることや、買い物シャトルサービスの神戸

エリアコースはほとんど利用が無いことから、今回実証の対象区域からは除外

することとしたい。（事業化の必要性があれば、館山市が単独で予算要求して実

証事業等を進める） 

 ②目的地乗降場所（順不同）   

館山駅 館山病院 おどやスーパーセンター 

尾張屋館山本店   

  ※上記については、今後の協議により変更となる可能性がある。 
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５．運行期間・日時 

【期間】 

 令和５年１２月～令和６年３月を予定。 

【運行日及び時間帯】 

 週３回、８：３０～１５：３０（１３：００～１４：００休み）を予定。 

 

６．運賃 

 白浜地区～目的地乗降場所    ７００円（Web予約５００円） 

 白浜地区以外～目的地乗降場所  ５００円 

 白浜・千倉大貫・豊房地区相互間 ３００円 

 

７．運行事業者 

 タクシー事業者（鏡浦自動車又は南房タクシー）への委託を予定。 

 

８．使用車両 

 ハイエース等のワゴン車（運転手含む乗車定員１０人） 

 

９．予算規模 

 約２，８９４千円 

 うち、運行費用２，７７３千円 

    システム運用経費１２１千円＊ 

 ＊チョイソコのシステムは既に三芳地区等で運用しているため、初期費用は不要。

１台増車する分のコストのみで済む。また、１台増車分を丸山地区（南房総市扱

い）の実証と共用する方向で検討しているため、更に割安な費用計上となってい

る。 

 ※上記の運行費用について、千葉県の補助金に申請中である。 

 

１０．今後の予定（協議会でご承認を受けた前提です） 

・～８月末：受託事業者選定、運行計画案策定 

・～９月末：運行認可申請 

・１２月～：実証運行開始 

 

１１．その他 

・本事業を実施する場合、現在実証運行中の「買い物シャトルサービス」は運行を取

りやめ、チョイソコに切り替えます。 

・既存バス路線 豊房線は運行を継続します。 

・車両は、丸山地区で予定されているチョイソコ実証運行と共有します。 
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１．実証運行の目的 

現在、南房総市は生活圏をともにする館山市と連携し、地域公共交通計画を策

定し、持続可能な地域公共交通の各種事業に取り組んでいます。このほど、新た

な取り組みの一つとして、実証運行を経て、令和 5 年 10 月より予約制乗合送迎サ

ービス「チョイソコ南房総・館山」の本格運行を予定し、地域の移動手段の確

保、地域公共交通の維持・存続のため、従来の路線バスからの転換を図ります。 

今回の実証運行は、その予約制乗合送迎サービスの仕組みを利用することで費

用を抑えながら、路線バスの本数が少なく、タクシー事業者も撤退してしまった

南房総市丸山地区において、買い物需要等に対応する移動手段の確保、鉄道駅や

地域間幹線系統のバス路線に接続できるよう運行エリアを設定し、当該地域の新

たな交通手段の検証を目的として考えています。 

２．実証期間 

 令和５年１２月から令和６年３月まで（約４ヵ月間） 

３．運行内容 

 【運行エリア】南房総市丸山地区（民間路線バス沿線を除く） 

 【運行日】  月、水、金の週３日（1/1 を除く祝日も運行） 

 【運行時間】 ８時３０分から１５時３０分（13 時～14 時を除く）の 6 時間 

 【予定運賃】 ３００円 

 【乗降場所】 地域集会所、スクールバスのバス停、 

市営路線バス丸山線のバス停、その他要望がった箇所など 

 【事前予約】 事前会員登録および事前運行予約制度を導入する 

        チョイソコ南房総・館山の予約センターで受け付ける 

 【車 両】  10 人乗りワゴン車 

 【運行事業者】鏡浦自動車㈱または南房タクシー㈱ 

 【その他】 

  ・チョイソコ南房総・館山の運営制度（会員登録や事前予約）を準用 

・運転免許返納者、障害者手帳所持者向け割引制度の導入（運賃半額） 

  ・南房総市高齢者外出支援バス利用助成券の適用 

  ・タクシー共通回数券の導入 

  ・路線バス丸線、市営路線バス丸山線は通常運行とする 

  ・南房総・館山地域公共交通活性化協議会が行う館山市豊房エリアを中心とし

た実証運行（チョイソコとよふさ）と運行を共同で行うため、週３日となる 

４．今後のスケジュール（予定） 

 ・８月 ：南房総市地域公共交通活性化協議会にて審議 

 ・８月 ：南房総・館山地域公共交通活性化協議会にて報告審議 

 ・８月 ：千葉運輸支局へ申請（実証運行に関する申請）※審査２ヵ月程度 

 ・８月～：行政区への説明、地域住民への広報活動 

 ・１２月：実証運行開始 

報告第１号 

チョイソコまるやま（仮称）の実証運行について 



廃止代替バス丸線の一部ダイヤ改正について 

 

１．現況と改正について 

・平成２８年４月１日のダイヤ改正以後、平日６便、土休日４便の現況ダイヤとな

っている。丸線の直近３ヵ年の利用状況は、 

R02 年度：年間乗降者数 8,319 人（22.8 人/日） 

R03 年度：  〃   9,782 人（26.8 人/日） 

R04 年度：  〃   9,249 人（25.4 人/日）となっている。 

令和２年度からの丸線・平群線の各実証運行及びその後の乗降調査においても一

定の利用が見られることから現況便数の維持とすることとしている。 

・今回の一部改正は、JR内房線のダイヤ改正（R4.3.12改正にて安房鴨川行きの便が

9分早まった）に伴い、館山駅の接続時間の改善要望により上り１便（館山駅行

き）のみ、改正を行うものです。 

 

 【経緯】 

 ・１便は、館山駅着が 7：55（平日）、8：01（土日祝日）となっている。一方 JR 館山駅発の

内房線は、上下線とも 8：01 発となっている。平日の通常運行では、接続時間は確保され

ている。しかし、雨天時の学生の送迎などで自家用車の交通量が増える時は、運行ルート

上の交差点や駅ロータリーが混雑することがある。このような場合は、列車に間に合わな

い事象が発生している（利用者から意見をいただいている）。また、土日祝日ダイヤでは内

房線発車と同時刻に館山駅着となっており、定刻でも乗継が不可能なため、上り１便のみ

ダイヤ改正を行うものです。 

 ・平日、丸線の川谷 7：20 発は、市営路線バス丸山線と接続しているため、可能な限りの接続

時間の短縮を図ることとし、出発を 2 分早めるものです。 

 

２．一部ダイヤ改正の予定日 

 令和５年１０月１日 

 

３．一部ダイヤ改正案のポイント 

・上り１便（館山駅行き）川谷発時刻を 2分早め、以後の停留所の時刻も変更する。 

 【平日】 

変更前：川谷 7：20→三芳病院前 7：39→那古宿 7：48→館山駅 7：55 

  変更後：川谷 7：18→三芳病院前 7：37→那古宿 7：46→館山駅 7：53 

  【土日祝日】 

  変更前：細田 7：07→三芳病院前 7：44→那古宿 7：53→館山駅 8：01 

  変更後：細田 6：59→三芳病院前 7：36→那古宿 7：45→館山駅 7：53 

※詳細は、別紙時刻表案をご覧ください。 
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